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＜連絡事項＞
・年末年始特別勤務手当の支給について
今年度も年末年始特別勤務手当の支給を行います。

この特別手当は、12月31日から1月3日までの期間に勤務する職員が対象となります。手当の支給場所、時間等については添付ファイルをご確認ください。ご不明な点は、経理チーム（内線303）までお問合せください。
＜入院・入室状況＞
【入院】
・若松　邦生様：東Dユニット17号室

・中村　ヨシ様：東Cユニット5号室

【退院】
・藤井　純子様：東Dユニット17号室

【部屋移動】
・小向　静江様：東Cユニット5号室→東合併症室
・尾崎　栄子様：東合併症室→東Bユニット3号室

＜患者様連絡事項＞
・和田　みよ子様～臨時薬のツロブテロールテープが昨日分で処方切れあり、主治医へ報告し、14日分処方となる。
・藤井　純子様～10:00～11:00心理スタッフよりカウンセリングを受けている。ご家族の受け入れ態勢整った為、11:15自宅退院となる。
・風穴　義信様～午前心理検査(MMSE・HDS-R)実施している。
・安達　貴浩様～13:00室岡整形外科受診の為、父様付き添いで外出に行かれている。15:00帰院。次回受診日1/14で手術予定となっている。入院証明書・外出泊申請済み。
・稲荷　幸七様～15:00排泄確認時に左陰嚢部が硬くなっており、押してみると尿道口の亀裂部より排膿多量に見られている。主治医不在にて田名部Drへ報告し、セフトリアキソンNa(1)2V+生食100ml　3日分処方あり。
・三浦　常雄様～保健所のスタッフと本人で面会行っている。
＜入院・入室状況＞
【入院】
・恵茂田　義春様～東Aユニット13号室

・川守田　義雄様～東Cユニット6号室
・工藤　町子様～東Cユニット5号室
【ユニット・部屋移動】
・尾崎　栄子様～東Bユニット1号室→東合併症室
・山中　美穂様～東Cユニット5号室→東Bユニット1号室
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。不穏・他者トラブルは無く、要求も過度となる事は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　龍矢様～時間隔離中。不穏・他者トラブル・危険行為は無く、過ごす事出来ている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・久保　興介様～精神症状落ち着いている為、14:30時間隔離解除となっている。奇異な行動や不穏さは無く、対応も落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・和田　昌様～自力で各食全量～1/3摂取。むせ込みは無い。歩行時小刻み歩行で不安定さあり、見守り要している。バイタル異常は無く経過。
・惠茂田　義春様～Bユニットへ行こうとする場面見られている。又、電話対応時にBユニットへ連れてくると、入浴後や電話後にはユニットへ戻ろうとしない事あり、スタッフ2名で介入し、ユニットに戻られている。
・山中　美穂様～体温38.0℃台の発熱あるが、不調の訴え無く、クーリングで対応している。バルンは主治医より抜去し経過観察の指示あり、抜去している。自排尿は確認出来ている。
・川守田　義雄様～午前中は不穏さ無く経過されているが、午後になると帰宅要求聞かれ、落ち着かない様子あり、15:15不穏時ロラゼパム(0.5)2T内服している。
・藤井　孝蔵様～体温37.0℃台前半の発熱あるが、不調の訴えは無い。妄想発言あるが、過度とはならず。
・工藤　町子様～入浴は拒否されている。日課以外は臥床がちに過ごされている。各食全量摂取。帰宅要求あるが、切迫した様子は無い。
・三浦　常雄様～帰宅要求や不穏・他者トラブルは無く、落ち着いて過ごされている。

＜田名部Dr.診察情報＞
・久保　興介様～精神症状落ち着いている為、主治医より14:30時間隔離解除の指示あり。臨時薬はジアゼパム6㎎追加・他同内容で14日分処方となる。
・見付　龍矢様～臨時薬は同内容で14日分処方となる。
・立花　圭様～次回定期薬より臨時薬として処方されていたシクレスト舌下錠5㎎追加となる。
・小澤　和子様～臨時薬は同内容で14日分処方。又、排便-8日目にてケンエーG浣腸60ml処方・施行の指示あり。
・信田　あかり様～臨時薬は同内容で14日分処方となる。
・高田　マキ様様～臨時薬は同内容で14日分処方となる。
・丹内　栄子様～定期薬処変無し。
・袴田　将志様～臨時薬は同内容で14日分処方となる。
・小笠原　久年様～定期薬処変無し。
・藤井　孝蔵様～定期薬処変無し。点滴は同内容で本日分のみ処方となっている。
・小向　静江様～昨日午後より全身性の疼痛が生じることがあった。上肢や胸、首などの疼痛と筋緊張が見られている。田中Drより指示のホリゾン注射施行にて軽減している。臨時薬はエチゾラム1㎎・ノイトロピン16単位は終了、プレドニゾロン3㎎→1㎎へ減量、ミルタザピンOD 15㎎追加・他同内容で14日分処方となる。又、昨日疼痛時のロキソプロフェンNa(60)1T　10回分処方となっているが、IFオーダーへの追加がされていない為、主治医より指示頂いている。
・杉澤　恵子様～定期薬処変無し。
・山中　美穂様～臨時薬はリスペリドンOD 2㎎→3㎎・グリメピリド2㎎→3㎎へ増量、ジャヌビア50㎎追加・セフジトレンピボキシル300㎎は終了となり、14日分処方となる。
・安達　貴浩様～定期薬処変無し。
・吉島　知寿子様～定期薬処変無し。
・稲村　江利子様～臨時薬は同内容で14日分処方となる。

＜皮膚科診察＞
・藤井　孝蔵様～両足落屑著明、爪混濁、肥厚、変形のためテルビナフィンクリーム塗布。

・稲荷　幸七様～処置変更無し。
・山中　美穂様～処置変更無し。
・高橋　末吉様～処置変更無し。
・助川　節子様～処置変更無し。
・杉澤　恵子様～処置変更無し。
・木村　美智子様～処置変更無し。
・水梨　孝純様～処置変更無し。
・尾崎　栄子様～処置変更無し。
＜新入院患者様情報＞
日　　時：R1.12.26　10:41

氏　　名：若松　邦生（わかまつ　くにお）様

生年月日：昭和63年6月27日(31歳)

病　　名：統合失調症

性　　別：男性

主 治 医：深澤Dr

入院形態：任意入院

病　　棟：東病棟Dユニット17号室

(経過）

 高校在学時より被害念慮が出現し高校1年時に自主退学し、両親の勧めから松平病院を初診。同院へ2回の入院歴がある。H18年3月29日に同院退院後、進学に伴い転医を繰り返すが、H22年3月大学卒業後八戸市へ帰省し松平病院への通院を再開する。H26年6月6日姉への暴力行為に至り逮捕され同月8日、湊病院へ入院となる。10月16日退院後、自立訓練事業所「清里」へ入所、転医を希望しH27年1月30日当院を初診。翌日より障害者生活訓練施設「青山荘」入所するが、同年8月3日他入所者への暴力行為があり興奮状態が収まらず、施設対応が困難な為、9月8日当院1回目の入院となる。同月24日退院後はグループホーム「あおめ」へ入居し、当院通院と就労移行支援利用を継続する。就労移行支援利用期間が終了に近付くにつれて不安感が増強し、H28年12月1日当院2回目の任意入院となる。薬物療法・精神療法により病状が安定し、H29年1月13日グループホーム「あおめ」へ退院する。その後も外来への通院を継続し、薬物療法、精神療法を継続しながら大きな病状の悪化はなく経過していた。

　R1年11月頃より職場の同僚からストレスを受ける事や12月頃には音に敏感となり、グループホーム同居人へ「うるせえ」と大声を出したり、部屋の扉に向かって鋏を投げつける等の行為が見られるようになった。薬剤調整・環境調整の為、R1年12月26日当院受診。診察にて入院加療への同意が得られた為、10:41東病棟Dユニット17号室へ任意入院となる。
日　　時：R1.12.26　10:59

氏　　名：中村　ヨシ（ナカムラ　ヨシ）様

生年月日：昭和2年8月31日(92歳)

病　　名：アルツハイマー型認知症

性　　別：女性

主 治 医：深澤Dr

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Cユニット

(経過）

　70代頃より物忘れは話が噛み合わない等の年相応の物忘れが認められていたが、徐々に認知機能が低下し、85歳頃からはより顕著となっていった。H30年（90歳）に入り、徘徊や家族への易怒性も認められた事から、三戸中央病院メンタルヘルス科を受診し、アルツハイマー型認知症との診断にて通院を継続していた。その後、夜間自宅での見守りが困難な状態が続いた事から、平成30年11月15日よりショートステイ「さくら」の利用を開始するが、利用期限終了後の退院先が見つからず、令和元年5月28日当院初診し、同日環境調整・薬剤調整目的にて当院1回目の医療保護入院となる。入院加療により症状改善し、同年9月28日にショートステイさくらへ退院、三戸中央病院への外来通院を再開する。同年12月13日 三戸中央病院連携室より入所施設での徘徊行為等が著しく、同院へ入院となった旨の連絡あり。行動一つ一つに指示が必要であり、トイレ時にも衣類の上げ下げもできない状態であり、当院へ転院し入院加療の依頼あり。薬剤調整、環境調整の為、R1年12月25日10:59東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
